
令和４年度包括的支援体制整備推進研修

令和４年度トップミーティング（共催）

重層的支援体制 整備事業を しないために

研修の目的
県内市町村において包括的支援体制の整備を推進していくため、重層的支援体制整備事業

の概要や仕組み、本事業がもたらす地域づくりの効果や変化、今後の方向性などについて学
びを深め、事業実施に向けた意識醸成を図る。

会場

日時

対象

令和４年９月８日（木） １３：３０～１６：３０

湖畔の宿 水明荘 大ホール「白鳥の間」
東伯郡湯梨浜町旭132 TEL：０８５８-３２-０４１１

市町村長、市町村幹部職員・担当職員

会場定員
８０人

参加費
無料申込

下記URLもしくはQRコードにアクセスいただき、必要事項を
御入力のうえ、送信ボタンをクリックしてください。

https://forms.gle/PZ5iQfcYVp6jLCyp7

申込期限：令和４年９月１日（木）

【次第】

第１部 「重層的支援体制整備事業を誤解しないために」
講師 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング

共生・社会政策部長／主席研究員 岩名礼介 氏
第２部 実践報告

①湯梨浜町
報告者 湯梨浜町総合福祉課 課長補佐 川崎恵子 氏
②米子市
報告者 米子市ふれあいの里総合相談支援センター 職員

WEB参加も
可能です

日程を延期して
開催します！
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　　13:00　13:30　13:35　　　　　　　　　　　　　　　14:55　15:05　　　　　　　　  15:50　　　　　  16:30

市町村社会福祉協議会会長、市町村社会福祉協議会役職員

その他関係者



社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 地域福祉部（担当：秋本・杉本）
〒689-0201 鳥取市伏野１７２９-５鳥取県立福祉人材研修センター内
ＴＥＬ：０８５７-５９-６３３２ ＦＡＸ：０８５７-５９-６３４０

E-MAIL：chiiki@tottori-wel.or.jp URL：http://www.tottori -wel.or.jp

お 問 合 せ 先

講師 紹 介

【併任・兼任】
■中央大学大学院 戦略経営研究科 客員教授
■委員会委員・その他
東京都高齢者保健福祉施策推進委員会 保険者支援部
会委員（令和元年～２年）
第193回国会（参議院）厚生労働委員会 参考人（H29年法
改正にかかる参考人）
厚生労働省要介護認定適正化事業 認定適正化専門員
（平成19年度-平成29年度）

■専門分野：地域包括ケアシステム構築における自治体
支援／地域福祉／地域づくり

岩名 礼介 （いわな れいすけ） 氏
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング 共生・社会政策部長/主席研究員

◆略歴
介護保険誕生前夜の1999年、三和総合研究所に入社し介護保険と遭遇。2007年から11年間、厚

生労働省要介護認定適正化事業「認定適正化専門員」として全国約300の介護認定審査会を傍聴・
助言。認定調査員向けの研修は250回を超え、市町村支援の面白さを知る。2008年から「地域包括
ケア研究会」の事務局に従事、2012年以降、事務局統括として、田中滋座長考案の「地域包ケアの
植木鉢」のデザイン化などに関わる。2012年から広島県全市町を対象とした支援事業にて、現在国
が推奨している「在宅介護実態調査」の原型となる調査方式を開発し、厚生労働省に提案、その後、
全国調査として採用。2014年からは介護予防・日常生活支援総合事業の解説と助言で全国を行脚。
わかりにくい行政用語満載の資料をかみ砕き､「腹落ち」する解説に執念を燃やす。2017年には、さ
わやか福祉財団の「住民主体の生活支援推進研究会」の事務局を担当。2021年度には「重層的支
援体制整備事業に関わることになった人に向けたガイドブック」を担当し、厚労省担当者や有識者へ
のヒアリングをベースに解説書を執筆担当。2016年から社会政策部長、2019年7月から主席研究員、
2020年4月から現職。

生活課題は人それぞれ
現状の制度や仕組み・
サービスだけでは
カバーできない

伴走型支援とは？
支援のゴールは？

行政や専門職だけで
は支援は難しい…
地域とのつながり

今なぜ重層的支
援体制整備事業
なのか

この事業で何を
変えるのか

こちらの著書も
ご参考ください

mailto:soumu@tottori-wel.or.jp

